

























として.射影で1c R~.>R:J による F の射影幽1r(f.')を用いることがあるの
要の容内文るι邑冊







































概念や主結果(定理1.1，系1.2，定理1.3)が述べられている。 2章では高々 1側の 3重点、を射影図にもつよ
うなlo]き付け不能曲由結び目について述べ，系1.2の拡張である定理1.1の証明が与えられている。 3
草ーでは rBW向きjの定義や定開1.3の証明が与えられている。
以 kにより，本論文は曲面結び自についての新しい知見を射影図の観点から与えられたもので.結び目
理論研究・位相幾何学の発展に大きく寄与するものであり，博士(理学)の学位を授与するに値するもの
と審査したυ
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